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議題 1. 開会挨拶 

2. 委員の紹介・学校側紹介 

3. 本委員の主旨説明 

4. 2022年度の自己評価国目と評価内容のポイント説明 

5. 質疑応答・意見交換 

6. 評価シートの記入方法説明と評価表記入 

7. 閉会挨拶 

司会 

ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ長 杉田 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 開会挨拶 （学校長 大谷） 

大事な会議の 1つ。学校運営、その他に生かしていきたいと思っていますの 

で、ご意見お願いいたします。 

 

2. 委員の紹介・学校側紹介 （キャリアセンター長 杉田） 

氏名のみ紹介 

【委員】有賀さん（卒業生）、吉岡さん（高等学校関係者）、加世田さん（地

域関係者）、池田さん（業界関係者）所用により欠席 

【学校側】 （評議員 小川）所用により欠席 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 主旨説明（事務局長 居関） 

専門学校とは高専 404校、一般課程 143校、専修学校専門課程（専門学校） 

2779校、減少状況にある。1070校職業実践専門課程。本校は 4年制が対象。 

職業実践専門課程、専門学校の中でもより実践的、より高度な専門的授業を

行っている学校が認定され、①業界、企業と参画してカリキュラムを構築し

ていく。②企業と連携して演習、実習をしている。③教員研修をしている。

④企業などを参画して学校評価をしている。⑤学校の情報公開をしている。5

つの条件がある。 

自己点検・自己評価は、10項目について本校の取り組みについて点検、評価

の結果をお伝えし、この場で意見などを頂き、学校教育に反映をさせる。そ

のため学園でも今回の本委員会は重要だと位置付けている。 

 

4. 2022年度の自己評価項目と評価内容のポイント説明  

【基準 1（教育理念・目的・養成人材像）】 （事務局長 居関） 

グループ 82校、38000人、500職種の学びがきでる学園。 

「職業人教育を通じて社会に貢献をしていく」をミッションに掲げ、3 つの建

学の理念に基づいて、カリキュラムを作成。4 つの信頼を掲げ、裏切らない運

営をしている。 

学生配布の学生便覧には、養成目的、目標、カリキュラムを明確に定め、活用

をしている。企業と開発、商品化をしていることがバイオの特色。 

 

【基準 2 （学校運営）】 

事業計画を定め、組織目的、運営方針、計画体系を示している。収支計算につ

いても単年度ではなく、中長期の計画をたて実行している。 

事業計画についての説明。 

① 組織目的 産学連携、単位制に移行×ICT化教育方針の確立 

② 運営方針 ノベーションを図る 

③ 職務分掌、意思決定の流れ、職員の評価体系、収支計算などを決定していく 

 

【基準 3（教育活動）】 （キャリアセンター長 杉田） 

業界とともに学生が成長できる仕組みを作り、4 年制は、長期インターンシッ

プ制度、3年制は、産学連携教育システムを実施。 

学校内で、企業と連携をしながら取り組みをしている。どのような企業と教育

提供しているのか。  

醸造・食品領域、化粧品領域、化学領域、4年制領域、横断プログラム＋ONE 

5 つの領域で企業との取り組みを実施。一例として、 

・株式会社エージェック  

栃木県産のえだまえを捨てるのではなく、地域活性、創生を目的として商品開

発（イチゴ、えだまめ） 

今後は、機能性をもったアイスクリーム（アスリート向け）の商品開発をすす



めており、新しい挑戦をしている。 

・HANEDA SKY BREWING  

きずなプロジェクトと題して、廃棄になる福島のお米を使ったビールを作る。 

震災をわすれないための復興応援の思いと SDGs によるお酒の開発に取り組ん

でいる。 

・技能五輪国際大会 化学実験技術職種日本代表 

オリンピックでのメダル取得はできなかったが、教育のブラッシュアップを図

る。 

・職業人として大切にしたい人間力 

段階的に個を強くする学園ごとにテーマを設定して取り組む。 

1 年：導入教育 2年：個人と teamに向き合う。3・4 年：個人と組織に向き合

う。を課題として実施。 

 

【基準 4（学修成果）】 

就職・進路実績一覧にて。学校全体で就職支援を行うことで希望者の内定 100％ 

希望内定者 100％、学校指定求人 313件、第一専門職は、94.3％  

入社 1年目、離職率 0名、3年以内の離職率は 2％以内。 

離職をしないことにより、就職先での長期的なキャリア形成ができる。 

進学については、大学院 3名（4年制）、大学 1名（3 年制） 合計 4名 

資格取得については、卒後の支援は難しい部分もあった。 

 

【基準 5（学生支援）】 （教務部長 小室） 

就職支援（就職対策講座、身だしなみ講座、就職スタート式、就職用写真撮影、

学内企業説明会、就職面談練習、就職マッチング） 

バイオの特色としては、学生と企業のマッチングをして就職活動を実施。 

退学率 2.9％ 進級率 90.8％ 

登校できない（今まで登校習慣がない）学生の対策として、遠隔授業を取り入

れ、一人ひとりの対応を強化し、退学率、進級率を抑えている。ジケイトータ

ルサポートセンター（学生相談室）の利用も併用しながら学生支援をしている 

留学生、学費等の相談も学生サービスセンター、教務との連携を取り、学生支

援をしている。 

卒業生の再就職支援はキャリアセンターを通じて、リカレント教育について

は、学園で Jキャリアが設立されている。 

【基準 6（教育環境）】  

実験機器、器具については、設置をしている。 

ＩＣＴ教育を推進するにあたり、管内の Wi-Fiが完備されている。 

海外研修はコロナ禍のため実施はできていないが、オンラインで3ケ国を繋ぎ、 

国際教育に取り組んだ。防災訓練は年度当初のオリエンテーション時に、避難

場所の確認、初動を実施。 

 



質疑応答 

（森委員） 

小・中学校では地域が援助をしているが高校では支援がないため、タブレット

の購入を学生してもらっているが、バイオではどうしているか。 

（教務部長 小室） 

バイオの場合は、タブレットより PC の方が使い勝手がよいため、入学時に購

入はしていない。進級学年になって必要となれば各自で購入をしている。学校

内に PC貸し出しも行っている。 

 

（森委員） 

退学者の内容。学力不振、生活不良なのか、欠席不良なのか。その場合、グル

ープ校などに転校などあるのか。 

（教務部長 小室） 

学校に通うことが困難、うつ、病気などが理由 

通学ができない学生の対策として、（診断書あり） 

スモールステップ：同じ時間で遠隔授業を実施。実習について少人数で、長期

休暇で受講し、進級ができるような仕組作りをしている。 

学生の次を考えた時に転校をする場合もあり、学園内に進路委員会を設置して

おり、グループネットワークを使用している。 

 

【基準 7（学生募集）】 （事務局長 居関） 

募集要項をもとに適正に行われている。 

大学の教育との違い、卒業生の活躍、産学連携の実績 

入学選考では、やりたいこと、どのような仕事についきたいか、将来像を必ず

面接で聞いて、ミスマッチのないようにしている。 

在学中の学費についての案内。定員 120名。入学数 123名。 

 

【基準 8（財務）】  

株式会社滋慶サービスが学校の予算執行管理をしている。 

事業計画をもとに運営をしており、財務について監事監査も受けている。 

年度ごとの事業報告書・財産目録・財務諸表を、学校の情報公開ページにて公

開をしている。 

 

【基準 9（法令遵守）】 

個人情報保護基本規定を定めおり、規定に基づいて学校運営をしている。 

学校の情報公開にて公開している。 

 

【基準 10・11（社会貢献・地域貢献）（国際交流）】 

地域に向けた公開講座は、コロナ禍で難しい状況ではあったが、今後は取り組

みをしていく予定。 



学生のボランティア活動については、学生からの要望があった場合は積極的に

対応をしていく。 

海外研修は、今年から再度現地に渡っての研修を実施していきたい。 

 

2023年度の重点目標と説明 （居関事務局長） 

大学教育ではできない、東京バイオにしかできない教育を創造する。 

① 企業や研究機関と連携した学びを通じた社会貢献に取り組み、その学びをリ

アルに広報することで、学校の価値を高める。 

② 学科のイノベーション、新規事業を実現する 

新規事業：ワイン講座 

③ 「今日も笑顔であいさつを」に基づいたサービスマインドをもって組織運営

する。 

 

5.質疑応答・意見交換 

項目ごとで実施 

 

6評価シートの記入方法と評価表記入 

評価方法の記入説明。評価表を記入して頂き、提出の依頼。 

 手元資料の自己報告書の評価項目 65 項目の小項目に沿って、2022 年度の自己

点検・自己評価を 4 月 18 日に実施しました。今回は第 2 次評価として、各委

員の方には、全 11項目の大項目（A3シート）の評価とご意見を頂きます。 

 評価は 3点満点評価。A3シート左側には、自己転換評価を記載しております。 

 右側の欄に大項目に対しての評価、改善点、よい点がありましたら、できるだ

け記入をお願いします。委員の方からの平均点評価とご意見、議事録を本校 HP

に情報公開します。 

 

7.閉会挨拶（中村理事長） 

貴重なご意見いただき、ありがとうございました。 

欠席の方にもきちんとお伝えをし、意見を賜り、運営に反映さえていきたい。 

専門学校の中でも定員が充足できない学校もある。学校の情報公開をすること

ができない学校もある中、委員の方の協力のおかげと考える。ご指導ください。 

 

◆評価内容及び委員会での意見を踏まえた改善方策について 

今回の学校関係者評価結果ならびに委員会での意見については、理事会や学内の

運営会議などの意思決定機関にフィードバックされ、翌年度における重点課題へ

の反映及び、具体的な取り組み落としていく。 

卒業して業界で働いた時に、技術、知識の学び以外にも、コミュニケーション力、

人間力も在学中に備えていけるように、フロー作成し、現在、検証をしている部

分でもあるので、ブラッシュアップを図っていく。 

 


